
抑

留

記
　 

島
根
県
　
槻
谷
利
夫
　 

私
は
、
島
根
県
大
原
郡
木
次
町
に
お
い
て
大
正
八
年
二
月
二

十
日
出
生
。
昭
和
八
年
三
月
、
木
次
町
立
尋
常
高
等
小
学
校
卒

業
。
同
年
四
月
、
鳥
取
県
米
子
市
、
加
藤
電
気
商
会
電
気
工
事

部
に
就
職
。
同
十
二
年
四
月
、
出
雲
電
気
株
式
会
社
木
次
変
電

所
へ
入
社
。
同
十
四
年
十
月
、
徴
兵
検
査
の
結
果
、
工
兵
第
一

補
充
兵
、
同
社
に
て
銃
後
の
守
り
に
専
念
す
る
。

昭
和
十
五
年
五
月
、
廣
島
電
気
と
合
併
、
中
国
電
気
株
式
会

社
と
な
る
。

昭
和
十
七
年
九
月
、
召
集
令
状
に
よ
り
、
同
年
十
月
、
広
島

西
部
七
部
隊
独
立
工
兵
隊
へ
入
隊
。
間
も
な
く
、
十
月
中
旬
、

中
支
派
遣
軍
槍
第
二
六
四
六
部
隊
第
七
十
師
団
独
立
工
兵
隊
派

遣
の
た
め
宇
品
港
出
港
、
下
関
経
由
、
朝
鮮
釜
山
港
に
上
陸
。

列
車
に
て
山
海
関
経
由
中
支
杭
州
着
。
原
隊
で
現
地
教
育
を
受

け
、
十
八
年
三
月
、
第
一
期
教
育
終
了
。

中
隊
勤
務
及
び
初
年
兵
教
育
に
従
事
。
同
年
十
月
、
藤
第
六

八
六
九
部
隊
へ
転
属
（
上
等
兵
）

。
十
一
月
、
第
三
次
長
砂
作

戦
に
参
加
。
道
路
構
築
及
び
橋
梁
構
築
に
参
加
。
作
業
中
、
敵

機
の
空
襲
攻
撃
に
遭
遇
し
た
が
、
幸
い
に
も
被
害
無
し
。
二
十

年
五
月
、
突
然
移
動
命
令
に
よ
り
鉄
路
を
行
軍
、
満
州
四
平
街

に
到
着
。
八
月
に
入
る
と
戦
友
の
間
で
も
■
話
が
飛
び
交
っ
た

が
、
信
じ
難
き
終
戦
の
報
に
、
誤
報
で
あ
る
こ
と
を
願
っ
た
。

昨
日
ま
で
生
命
よ
り
大
切
に
し
た
銃
器
類
を
鉄
く
ず
同
然
広

場
に
投
げ
捨
て
山
積
み
に
さ
れ
た
姿
は
、
筆
舌
に
尽
く
し
難
い

悲
し
い
思
い
出
で
あ
っ
た
。
九
月
に
入
り
、
我
々
が
投
棄
集
積

し
た
武
器
類
を
ソ
連
軍
が
持
ち
去
っ
た
。

東
京
ダ
モ
イ
と
い
う
こ
と
で
、
み
ん
な
大
喜
び
で
待
機
し
て

い
た
有
蓋
貨
車
に
乗
り
込
ん
だ
。
有
蓋
貨
車
は
内
部
が
二
段
に

仕
切
ら
れ
た
、
家
畜
輸
送
で
も
お
粗
末
な
貨
車
に
詰
め
込
ま

れ
、
数
日
後
黒
河
に
到
着
し
た
。

十
二
月
と
も
な
る
と
、
貨
車
の
屋
根
は
真
っ
白
に
霜
が
降
り

て
ま
る
で
冷
蔵
庫
の
中
同
然
で
、
お
互
い
に
体
を
寄
せ
合
っ
て

暖
を
と
っ
た
。
輸
送
中
の
生
活
は
、
黒
パ
ン
二
百
グ
ラ
ム
、
ジ

ャ
ガ
イ
モ
の
ふ
か
し
若
干
く
ら
い
で
、
そ
の
他
何
も
食
べ
る
も



の
無
し
で
空
腹
に
耐
え
た
。

こ
ん
な
日
が
何
日
も
続
き
、
や
が
て
列
車
が
止
ま
り
、
下
車

命
令
に
よ
り
下
車
し
た
が
、
場
所
の
記
憶
な
し
。
そ
こ
に
は
何

台
か
の
ト
ラ
ッ
ク
が
待
機
し
て
い
た
。
こ
こ
で
ト
ラ
ッ
ク
に
乗

り
換
え
、
相
当
の
時
間
を
か
け
て
目
的
地
へ
到
着
し
た
が
、
夜

間
の
た
め
あ
た
り
の
様
子
が
何
も
わ
か
ら
ず
、
朝
に
な
っ
て
ザ

シ
ー
ダ
ー
ゼ
リ
ア
ー
ス
ク
と
い
う
こ
と
が
解
っ
た
。

収
容
所
は
板
張
り
上
下
二
段
に
仕
切
ら
れ
、
四
、
五
人
ず
つ

入
れ
る
よ
う
区
切
っ
て
あ
り
、
窓
は
珍
し
く
二
重
窓
に
で
き
て

い
て
、
中
に
の
こ
ぎ
り
く
ず
が
詰
め
て
あ
っ
た
。

最
初
の
半
年
く
ら
い
は
自
動
車
整
備
工
場
の
整
備
あ
る
い
は

セ
ル
モ
ー
タ
ー
の
整
備
で
あ
っ
た
が
、
や
が
て
鉱
山
の
掘
り
出

し
作
業
に
就
い
た
。
ロ
シ
ア
人
が
坑
道
内
で
発
破
を
か
け
た
採

石
の
運
搬
作
業
が
主
な
仕
事
で
、
掘
り
出
し
た
鉱
石
を
ト
ロ
ッ

コ
に
積
み
込
み
搬
出
口
へ
運
ぶ
作
業
で
、
一
番
方
～
三
番
方
の

三
交
代
で
行
う
作
業
で
あ
っ
た
が
、
一
番
方
が
ノ
ル
マ
の
達
成

が
で
き
な
い
と
達
成
す
る
ま
で
作
業
を
続
行
さ
せ
ら
れ
、
二
番

方
の
就
労
が
二
時
間
く
ら
い
遅
れ
る
こ
と
に
な
り
、
食
事
も
不

定
期
と
な
り
、
重
労
働
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ノ
ル
マ
達
成
ま
で

就
労
さ
せ
ら
れ
、
一
日
二
食
の
こ
と
が
多
か
っ
た
。
食
事
は
そ

れ
で
も
黒
パ
ン
三
百
グ
ラ
ム
、
ス
ー
プ
は
飯
盒
半
分
、
ジ
ャ
ガ

イ
モ
の
ふ
か
し
三
百
グ
ラ
ム
、
そ
れ
で
も
ノ
ル
マ
達
成
の
た
め

空
腹
を
我
慢
し
な
が
ら
、
鉱
山
の
薄
暗
い
穴
の
中
で
重
労
働
に

耐
え
た
。
二
十
一
年
の
三
月
頃
、
広
い
広
い
坑
道
の
中
で
（
五

メ
ー
ト
ル
四
方
の
場
所
）
作
業
中
突
然
落
盤
事
故
が
起
こ
り
、

四
人
の
戦
友
が
そ
の
下
敷
き
と
な
り
命
を
落
と
し
た
。
そ
の
事

故
で
ロ
シ
ア
人
の
カ
マ
ン
ジ
ー
ル
が
交
代
さ
せ
ら
れ
た
こ
と
も

あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
が
あ
っ
て
、
い
つ
自
分
の
身
に
降
り
か
か

る
か
も
と
、
一
瞬
の
事
故
が
明
日
は
我
が
身
と
身
震
い
が
し

た
。
そ
ん
な
事
故
が
起
き
た
後
は
ロ
ス
ケ
の
点
検
も
慎
重
に
な

り
、
事
故
も
な
く
な
っ
た
。

九
月
二
十
日
、
突
然
「
ヤ
ポ
ン
ス
キ
ー
東
京
ダ
モ
イ
」
と
の

こ
と
で
所
持
品
を
ま
と
め
る
よ
う
通
達
が
あ
り
、
胸
踊
ら
せ
て

喜
ん
だ
。
間
も
な
く
ト
ラ
ッ
ク
に
分
乗
し
て
駅
に
向
か
う
。
入

ソ
の
と
き
は
千
二
百
人
と
聞
い
て
い
た
が
、
帰
る
と
き
は
六
百

人
く
ら
い
と
聞
い
た
。

駅
に
着
き
列
車
に
乗
り
込
ん
だ
が
、
ま
だ
半
信
半
疑
で
、
た

だ
真
実
を
祈
っ
た
。
持
ち
物
の
写
真
、
腕
時
計
、
万
年
筆
等
は



入
ソ
当
時
全
部
取
ら
れ
て
い
た
の
で
身
軽
で
ナ
ホ
ト
カ
へ
着
い

た
。
政
治
的
な
教
育
が
あ
る
と
聞
い
て
い
た
が
、
何
も
無
か
っ

た
。二

十
二
年
十
月
二
日
、
待
ち
に
待
っ
た
迎
え
の
船
第
一
大
拓

丸
に
乗
船
。
十
月
六
日
、
舞
鶴
港
に
上
陸
。
十
五
日
、
懐
か
し

の
我
が
家
へ
帰
る
こ
と
が
で
き
た
。
三
カ
月
の
休
養
、
体
の
回

復
後
、
七
年
ぶ
り
に
元
の
職
場
へ
勤
務
。
三
十
余
年
勤
め
、
無

事
退
職
し
、
最
近
は
老
人
会
の
世
話
を
し
た
り
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
で
体
の
健
康
維
持
に
努
め
な
が
ら
、
花
木
の
盆
栽
の
育
生
を

手
が
け
て
楽
し
く
暮
ら
し
て
い
る
。

我
が
人
生
　 

島
根
県 

佐
藤
豊
　 

島
根
県
飯
石
郡
三
刀
屋
町
に
お
い
て
大
正
十
三
年
二
月
出

生
。
昭
和
十
四
年
、
一
宮
尋
常
高
等
小
学
校
卒
業
。
昭
和
十
七

年
、
国
民
青
年
学
校
本
科
四
年
在
校
中
舞
鶴
海
軍
工
■
に
徴

用
。
同
年
七
月
、
現
役
兵
志
願
、
甲
種
合
格
。
同
年
十
二
月
十

日
、
西
部
第
三
部
隊
に
入
隊
。
五
日
後
の
十
五
日
、
移
動
の
た

め
下
関
港
よ
り
朝
鮮
釜
山
に
上
陸
、
列
車
で
山
海
関
経
由
、
中

支
当
陽
に
到
着
。
藤
六
八
六
五
部
隊
に
編
入
、
実
戦
を
交
え
な

が
ら
の
初
年
兵
教
育
を
受
け
た
。
修
了
後
、
付
近
の
警
備
と
討

伐
作
戦
に
三
年
間
参
加
し
た
。

二
十
年
四
月
、
当
陽
を
出
発
、
鉄
路
を
行
軍
。
本
土
防
衛
の

任
に
就
く
予
定
が
、
突
然
の
命
令
に
よ
り
、
満
州
四
平
街
に
至

り
、
約
二
カ
月
の
間
、
陣
地
構
築
、
初
年
兵
教
育
に
当
た
る
。

八
月
二
十
六
日
、
信
じ
難
き
終
戦
を
聞
き
、
大
隊
長
命
令
に
よ

り
、
付
近
の
小
高
い
丘
の
上
で
天
幕
生
活
が
始
ま
り
、
九
月
十

日
頃
ソ
連
軍
の
命
に
よ
り
武
装
解
除
と
な
る
。
銃
は
全
部
撃
針

を
折
っ
て
、
十
丁
ず
つ
束
ね
、
指
定
の
場
所
へ
兵
器
弾
薬
も
全

部
山
積
み
し
た
。

夜
間
に
な
る
と
満
人
が
二
十
人
～
三
十
人
く
ら
い
が
棒
切
れ

や
鍬
を
持
っ
て
物
取
り
に
来
た
が
、
二
人
～
三
人
と
仲
間
が
怪

我
を
す
る
と
直
ぐ
に
帰
っ
て
行
っ
た
。

約
二
カ
月
間
こ
の
よ
う
な
状
態
が
続
い
た
。

十
月
十
八
日
、
待
望
の
東
京
ダ
モ
イ
と
い
う
こ
と
で
み
ん
な

大
喜
び
。
汽
車
は
中
を
二
段
に
仕
切
っ
た
有
蓋
車
に
乗
せ
ら
れ




